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神戸製鋼グループは、地球環境の保全が全ての生命体に共通する最も重要な課題であり、
より健全な地球環境を次世代に引き継ぐことが私たちの使命であると認識し、
環境経営基本方針を策定して、事業活動のあらゆる面で環境に配慮する環境経営の推進に努めています。

■環境経営基本方針

神戸製鋼グループは、環境先進企業グループとして
1.環境に配慮した生産活動
2.製品・技術・サービスでの環境への貢献
3.社会との共生・協調
を実践することにより、社会的責任を果たすと共に、
環境力を高め企業価値を向上させる。

『グループ環境経営の実践によるさらなる企業価値向上』
－グループの環境力向上－

環境への取組みと社会との共生

■「国際フロンティア産業メッセ2014」に出展
　「『ひらめき』を『キラメキ』に！オンリーワン企業・機関が集結」を
テーマとして、2014年9月4日・5日に、神戸国際展示場で開催され
た「国際フロンティア産業メッセ2014」に神戸製鋼グループも出展
しました。
　今回も多くの来場者の関心を引くとともに、多くの業界紙で取り
上げられ、神戸製鋼グループの取組みを知っていただくことができ
ました。

（主な出展製品等）
 スラグ漁礁、フレア護岸、
 移動電源車、
 自動車軽量化技術、
 エコキューオン、
 水素ビジネス関連　等

■「物流環境負荷軽減技術開発賞」を神鋼物流株式会
社が受賞

　神鋼物流株式会社は第15回物流環境大賞において「物流環境
負荷軽減技術開発賞」を受賞しました。
　この賞は、一般社団法人日本物流団体連合会が、環境施策の一
層の推進を図ることを目的に物流部門において環境保全活動や
環境啓蒙活動で優れた功績を残した団体、企業、個人を表彰する
制度です。
　神鋼物流株式会社は加古川製鉄所の構内鉄道輸送（軌道総延
長距離約62km）を行なっています。機関車エンジンは常に稼動し、
停止せずに運用していることに着目し、業界で初めて機関車アイド
リングストップシステムを独自で開発し、実用化に成功しました。
　本システムの導入により、燃料使用量を約25%減らすことが可
能となり、年間約1,100トンのCO2排出量削減を実現しました。
　なお、授賞式は6月23日に東京都内で執り行なわれました。
　神戸製鋼グループでは、今後も環境負荷低減に取り組んでい
きます。

展示ブースの様子 表彰式

■「第2回 KOBELCO 森の童話大賞」
　当社は昨年度に続き、「第2回 KOBELCO 森の童話大賞」の募
集を行ないました。この事業は、全国の小学生、中学生、高校生
を対象とした「森」をテーマにした創作童話のコンテストです。最
優秀作品については表彰を行なうとともに、絵本作家による挿絵
制作および絵本化を行ない、学校や公立図書館等に寄贈して環
境啓発ツールとして活用していただきます。
　当社は従来から地域に根ざしたNPO活動を支援するととも
に、森林整備活動（KOBE LCOの森、ECOWAYの森、
KOBELCO未来の森プロジェクト）、神戸市内の児童館への「出
前エコ教室」など、従業員による実働・参画型の環境・社会貢献活
動を展開してきました。
　さらに、昨年度からはこれらの活動を深化させる形で、
「KOBELCO GREEN PROJECT」を創設し、そのシンボル事業
として「KOBELCO 森の童話大賞」をスタートさせました。
　本年度は更に地元兵庫県内の多くの自治体等よりご後援をい
ただき、加えて、教育関係者への積極的なPRの結果、昨年度を上
回る438件のご応募をいただきました。
　当社はこれからも様々な活動を通じて地域社会への貢献を進
めていきます。

審査結果発表：11月下旬予定
表彰式：2015年1月18日（日）
　　　　灘浜サイエンススクエア
　　　　にて開催予定

贈呈式

ラグビー教室の様子

ラグビーを通じての活動

■ラグビーの普及活動
　当社ラグビー部、神戸製鋼コベルコスティーラーズは、ラグ
ビーの普及活動として、年間30以上のラグビー教室や各種イベ
ントに参加しています。
　ラグビー教室では、兵庫県を中心に小中学校やラグビースクー
ルを訪問し、毎回、レベルに合った練習内容を選手たちが考え、子
供たちにラグビーの楽しさを伝えるとともに、技術指導にもあ
たっています。また、幅広い年齢層の方にラグビーの魅力を広め
るために、親子ラグビー教室に選手を派遣しています。
　このほか、地域住民やファンの方々との交流を深めるとともに、
ラグビーを知らない方にラグビーの良さを伝え、ラグビーに興味
を持っていただくために、地域のお祭りや
トークショーに選手が参加しています。
　今後も、当社ラグビー部は、普及活動を
通じて、多くの方にラグビーの魅力を伝え
ていきたいと考えています。

■日本せきずい基金に関するお知らせ
　神戸製鋼コベルコスティーラーズは、2014年8月18日に、昨
シーズンの試合会場で実施した募金活動および2014年7月6日
に実施した「コベルコラグビーフェスティバル2014」における収
益金の合計232,921円を、特定非営利活動法人「日本せきずい
基金」に寄附しました。この寄附は12年前から同基金に対し申し
出を行なっているものです。
　8月18日、東京都内で行なわれた贈呈
式には橋本大輝キャプテンが出席し、目
録を贈呈しました。
　神戸製鋼コベルコスティーラーズはこれか
らも引き続き、募金活動を継続していきます。



7 8

神戸製鋼グループは、地球環境の保全が全ての生命体に共通する最も重要な課題であり、
より健全な地球環境を次世代に引き継ぐことが私たちの使命であると認識し、
環境経営基本方針を策定して、事業活動のあらゆる面で環境に配慮する環境経営の推進に努めています。

■環境経営基本方針

神戸製鋼グループは、環境先進企業グループとして
1.環境に配慮した生産活動
2.製品・技術・サービスでの環境への貢献
3.社会との共生・協調
を実践することにより、社会的責任を果たすと共に、
環境力を高め企業価値を向上させる。

『グループ環境経営の実践によるさらなる企業価値向上』
－グループの環境力向上－

環境への取組みと社会との共生

■「国際フロンティア産業メッセ2014」に出展
　「『ひらめき』を『キラメキ』に！オンリーワン企業・機関が集結」を
テーマとして、2014年9月4日・5日に、神戸国際展示場で開催され
た「国際フロンティア産業メッセ2014」に神戸製鋼グループも出展
しました。
　今回も多くの来場者の関心を引くとともに、多くの業界紙で取り
上げられ、神戸製鋼グループの取組みを知っていただくことができ
ました。

（主な出展製品等）
 スラグ漁礁、フレア護岸、
 移動電源車、
 自動車軽量化技術、
 エコキューオン、
 水素ビジネス関連　等

■「物流環境負荷軽減技術開発賞」を神鋼物流株式会
社が受賞

　神鋼物流株式会社は第15回物流環境大賞において「物流環境
負荷軽減技術開発賞」を受賞しました。
　この賞は、一般社団法人日本物流団体連合会が、環境施策の一
層の推進を図ることを目的に物流部門において環境保全活動や
環境啓蒙活動で優れた功績を残した団体、企業、個人を表彰する
制度です。
　神鋼物流株式会社は加古川製鉄所の構内鉄道輸送（軌道総延
長距離約62km）を行なっています。機関車エンジンは常に稼動し、
停止せずに運用していることに着目し、業界で初めて機関車アイド
リングストップシステムを独自で開発し、実用化に成功しました。
　本システムの導入により、燃料使用量を約25%減らすことが可
能となり、年間約1,100トンのCO2排出量削減を実現しました。
　なお、授賞式は6月23日に東京都内で執り行なわれました。
　神戸製鋼グループでは、今後も環境負荷低減に取り組んでい
きます。

展示ブースの様子 表彰式

■「第2回 KOBELCO 森の童話大賞」
　当社は昨年度に続き、「第2回 KOBELCO 森の童話大賞」の募
集を行ないました。この事業は、全国の小学生、中学生、高校生
を対象とした「森」をテーマにした創作童話のコンテストです。最
優秀作品については表彰を行なうとともに、絵本作家による挿絵
制作および絵本化を行ない、学校や公立図書館等に寄贈して環
境啓発ツールとして活用していただきます。
　当社は従来から地域に根ざしたNPO活動を支援するととも
に、森林整備活動（KOBE LCOの森、ECOWAYの森、
KOBELCO未来の森プロジェクト）、神戸市内の児童館への「出
前エコ教室」など、従業員による実働・参画型の環境・社会貢献活
動を展開してきました。
　さらに、昨年度からはこれらの活動を深化させる形で、
「KOBELCO GREEN PROJECT」を創設し、そのシンボル事業
として「KOBELCO 森の童話大賞」をスタートさせました。
　本年度は更に地元兵庫県内の多くの自治体等よりご後援をい
ただき、加えて、教育関係者への積極的なPRの結果、昨年度を上
回る438件のご応募をいただきました。
　当社はこれからも様々な活動を通じて地域社会への貢献を進
めていきます。

審査結果発表：11月下旬予定
表彰式：2015年1月18日（日）
　　　　灘浜サイエンススクエア
　　　　にて開催予定

贈呈式

ラグビー教室の様子

ラグビーを通じての活動

■ラグビーの普及活動
　当社ラグビー部、神戸製鋼コベルコスティーラーズは、ラグ
ビーの普及活動として、年間30以上のラグビー教室や各種イベ
ントに参加しています。
　ラグビー教室では、兵庫県を中心に小中学校やラグビースクー
ルを訪問し、毎回、レベルに合った練習内容を選手たちが考え、子
供たちにラグビーの楽しさを伝えるとともに、技術指導にもあ
たっています。また、幅広い年齢層の方にラグビーの魅力を広め
るために、親子ラグビー教室に選手を派遣しています。
　このほか、地域住民やファンの方々との交流を深めるとともに、
ラグビーを知らない方にラグビーの良さを伝え、ラグビーに興味
を持っていただくために、地域のお祭りや
トークショーに選手が参加しています。
　今後も、当社ラグビー部は、普及活動を
通じて、多くの方にラグビーの魅力を伝え
ていきたいと考えています。

■日本せきずい基金に関するお知らせ
　神戸製鋼コベルコスティーラーズは、2014年8月18日に、昨
シーズンの試合会場で実施した募金活動および2014年7月6日
に実施した「コベルコラグビーフェスティバル2014」における収
益金の合計232,921円を、特定非営利活動法人「日本せきずい
基金」に寄附しました。この寄附は12年前から同基金に対し申し
出を行なっているものです。
　8月18日、東京都内で行なわれた贈呈
式には橋本大輝キャプテンが出席し、目
録を贈呈しました。
　神戸製鋼コベルコスティーラーズはこれか
らも引き続き、募金活動を継続していきます。


	7
	8

